
水田を利用した露地野菜栽培のにおける排水対策
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１）水田を利用した露地野菜栽培における排水対策
のための機械の選択と施工

２）福井県様が重視されている「あぜ際開放枡」
（集水枡）方式を後半で紹介します



湿害発生圃場には実に様々の事例があります。

（一筋縄では施工計画が立てづらい時も・・・）

埼玉県比企郡鳩山町での湿害発生圃場 3
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まず始めに、 現地調査と聞き取り調査

こうした情報を基に、営農排水の可否、施工方法の選択を決める
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ステップ１（地表排水）
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ステップ２－１（耕盤破砕）
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ステップ２－２（地下の複合排水）
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地表排水は必須！

土壌の排水性の改善は、

必ず地表排水から行います！

まず始めに、

※2 前作終了後、
すぐに額縁明きょ
を施工し、乾燥を
助長させておくと
、その作業後の施
工がしやすく、か
つ効果的になりま
す。
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ステップ１（地表排水）



地表排水は、明きょから
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額縁明きょ  は溝掘機で施工します

島根県出雲市、2019年8月5日

OM312（オーガタイプ）

福岡県北九州市、
2019年9月12日

リターンデッチャ RD252
（ロータタイプ）
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OM312（オーガタイプ）
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OM312の作業動画（オーガタイプ）



リターンデッチャ RD252（ロータタイプ） 15



リターンデッチャ RD252（ロータタイプ）
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